青明舎　　フェイスシート

平成18年7月10日（月）
	入　所　者
	氏　名　　　大久保　恒夫　　　様　　　　　　　男・女　　昭和28年7月27日生   （52歳）

	
	　住　所　八戸市田面木字エヒサ沢１－１１親和荘Ｃ号　電話　090-3123-5290

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	H６年頃
	罹 患 期 間
	　約１２年

	
	入院回数
	　１回
	延べ入院年数
	　約１年　　　　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　生保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	年　　金
	有・無　

	 登録年月日
	H9年4月26日
	身長
	176ｃｍ
	体重
	80kg

	最終学歴
	三戸中学校卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	大工、解体屋、測量

	保　護　者
	氏　　名　　大久保　文夫　様　　　　　　　　　続柄　　弟　（同居　・否）

	長期目標        健康を維持して、生活していく。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　Ｈ6年12月～Ｈ7年9月　　　青南病院　入院

②　Ｈ7年9月～　　　           青南病院　外来　　　　

	生活歴：
三戸町にて同胞3名の第2子として出生。三戸中学校卒業後、上京し大工見習いとして働いていた。その後、19歳時に結婚し、子をもうけるも4年ほどで離婚。(妻は死亡したらしいが、子供の行方については未だにわからないとのこと)その後、大工見習いを辞め、解体屋などの職についていた。家族とは2，3年に一度の割合でしか連絡をとらずほぼ行方不明同然のようなものであったとのこと。H6年11月頃、弟氏の所へ約17年ぶりに突然現れ、「自分の事を皆がおかま、おかまと言う。テレビや新聞でも取り上げている。」などと訴える。弟氏が病院受診を勧めると、今度は「馬鹿扱いするな」と怒り出し、出ていってしまい再び行方知れずとなる。しかし、11月下旬になり、再度本人より電話があり、同様の訴えをしてくるため、今度は姉からも説得してもらい、再度受診を勧めると何度か拒否していたが受診し、H6年12月入院となる。H7年9月退院し、社会復帰援護住居いちい荘入所。同時にうみねこ幸房通所。H7年11月頃より北栄技興で測量の手元として働き始める。仕事も順調にいっており、本人の強い希望からH8年3月退所し、単身生活を始める。その後職場でのトラブルがきっかけで無断欠勤、無為自閉の生活となり、H8年12月うみねこ幸房通所再開する。Ｈ14年頃から律子氏と同棲し、Ｈ18年5月入籍している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親は幼いころに亡くなっている。姉とはほとんど連絡をとることはないが何か合った時には協力はお願いできるとのこと。
　弟はアパートの保証人となってくれており、本人の生活も心配している。精神科に通院中。3月頃青明舎にも来所することが度々あった。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年7月10日（月）

	氏　名
	大久保　恒夫　　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和28年7月27日（52歳）


	問題点
	介入方法

	①体調管理について
	・喫煙量が多いことからの体調不良があったため喫煙量の減少について働きかける

・耳鳴りの状態を把握する



	②金銭管理について
	・生活費の使途状況の振り返りを行う。

・金銭の使途について声掛けを行う。



	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	現在、月～金うみねこ幸房利用中であるが４月から耳鳴りがひどくなってきたため、主治医と相談し朝のミーティングのみ参加している。午後は律子氏とともに青山荘の入浴サービスを利用したり、青明舎に来所して過ごしたりしている。

　4年程前から同居していた律子氏と5/11に入籍している。籍を入れることについては二人で相談して決めたと話す。律子氏の両親には結婚の了解をとっているが恒夫氏の兄弟には連絡はしていないようである。

　土日は青明舎にて過ごすことが多く、行事等にも積極的に参加している。昼食をよこまちストアにて購入してくる際にスイカやお菓子も購入し、センター利用者に振舞うこともよく見られる。友人たちとも外食することが多いようでそのときには奢ってあげたりすることがあるようで生活費のことをもう少し考えるよう伝えている。

　6/30(金)、デイケアの喫煙所にて律子氏と口論になることがある。原因については律子氏が友人からの再三の相談にストレスが溜まっていた為との事。翌日からいつもの様子で過ごしている。

　7/3(月)、急に胸の痛みがあり自ら救急車を呼び、市民病院へ搬送される。診断結果はタバコの吸い過ぎとのことで点滴を2本うち、帰宅している。本人より電話があり、「心配かけてごめんね」と話す。その後も、当分の間点滴が必要とのことで伴胃腸内科へ毎日受診している。イライラする事がありタバコを5箱吸ってしまったという。タバコについては減らさなければならないと話すがやめることはできないという。


プラン計画者　氏名：　金澤　愛　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室



S42年死去





S35年死去

















